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This article proposed a new idea for applying teachers' values and/or conviction to their classroom management. Based on 
authentic leadership theory, we developed a new method called Li fe-Events Trail (LET) for analyzing authentic-sel f formation 
process generating one's values and/or conviction. Five teachers and their pupils participated in the study aiming to reveal the 
relationship between teachers' authentic-sel f formation and pupi ls' relational sel f-esteem and identi f ication to their classroom. 
The result indicated that teachers' authentic-sel f formation related to their authentic behavior; expression one's values and/or 
conviction in communicating with their pupils. Further, pupils' relational sel f-esteem and identi fication positively correlated to 
the frequency of teachers' authentic behavior. These results suggested that LET is useful not only for analyzing authentic lead- 
ership but also for developing lt. 
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1 . はじめに
学校教育場面におけるリーダーシップは、 学校経営で
の校長の手腕やミ ドルリーダーのあり方といった文脈で
語られることが多い。 そこでのリーダーシップ研究は、
リーダーの特性やスタイルに主眼を置き、 組織運営の有
効性や生産性への影響を繰り返し検討してきた。 しかし、
リーダーシップは本来リーダーと フ オロワー の相互作用
的影響過程と定義されており (Chemers, 1997)、 リーダー
の力量のみに還元しう るものではない。 リーダーシップ
とは同時にフオロワーシツプであり、 リーダーと フ オロ
ワー の相互作用的関係性においてこそ分析されるべきも
のである。 このよう な観点から竹西(2010a) は、 リー
ダーシップ研究が、 校長の手腕や学校組織内における大
人同士の関係にと どまらず、 大人と子どもすなわち教師
と児童生徒間の関係を分析する上でも有効であることを
論じている。 たとえば担任教師は、 学級経営において幅
広い行動の自由度を持つが、行動の自由度はリーダーシッ
プ過程を生起させる前提条件である。 担任の行動が学級
全体の様子や個々の児童に変化をおよぼす過程をリーダー
シップの視点から捉えて分析することは、 従来、 明確な
検証方法を持たなかった学級経営 に行動科学の理論をもっ
て切り込むことを可能にする。
近年のリーダーシップ研究では、 リーダーとフオロワー 
の相互作用的関係性を重視する立場からいく つかのモデ
ルが提出されている。 フオロワー こそがリーダーシップ
における最重要な要因であるとするフオロワー 中心主義
( follower-centered perspective; Shamir, 2007)、 フオロワー 
からのリ ーダー是認が信頼の基盤であるとするモデル
(竹西 ・ 竹西, 2006)、 リーダーがフオロワー の愛着対象
と して機能するモデル(Davidovitz et al., 2007)、 フオ
ロワー に寄り添い自己犠牲的ですらあるリーダー像を示
すモデル (Greenleaf 1991) などが例として挙げられる。 
これらのリーダーシップモデルに共通することは、 リー
ダーのフオロワー に対する誠実性であり、 リーダーにモ
ラルを重視し内在化することを求めている点である。 つ
まり経済成長期にありがちだったリーダー像、 目標達成
のためには手段を選ばないマキヤベリ アンやフオロワー 
を道具とするプラグマテイストではなく、 目標達成へ向
かう集団相互作用の中で、 フオロワー に真摯に向き合い、
リーダー自身も成長するものと して捉えるリーダーシッ
プモデルである。
本論では、 このよう なリーダーシップ研究の流れのな
かで、 オー センテイ ツクリ ー ダー シツプモデル(authen- 
tic leadership model) を取り上げる。 オーセンテイ ツク
とは 「本物の・ 本来の」 を意味する単語であり、 オーセ
ンテイ ツクリー ダー とは、 自己形成の過程を経て築きあ
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げた本来の自分 ( これを以下 「オー センテイ ツクセルフ: 
authentic-sel f」 と呼ぶ) を自覚し、 その自分を偽ること
なく行動に反映させることによって、 フ オロワー にポジ
ティ ブな影響をおよぼすリーダーを指す。 リーダーにな
る以前から人と して生きてきた道、 さらには職業人と し
て歩んできた来し方、 その過程での様々な経験と内省に
よって培われた 「生きていく上で大切にしている価値観
や信念」 あるいは 「自らの生き方 ・ 生き様」 を自覚し、
その自覚を基盤にフオロワー に接し、 意思決定を行う こ
とがオーセンテイ ツクな行動である。 ただし、 この価値
観や信念の形成過程においてモラルの内在化がなされな
ければオーセ ンテイ ツク とはいえない。 オーセンテイ ツ
クリー ダー の示す価値観や信念はモラルに裏打ちされた
普遍的なものでなければならない。 オーセンテイ ツクリー 
ダー となるための要件を表1 に示す。
オーセンテイ ツクリーダーに接することは、 フオロワー 
にと ってポジティ ブな経験であり、 時と してリーダーの
示す価値観や生き方を学習し、 無自覚のうちに内面化さ
せることが知られている(ex. Avolio and Gradner, 2005)。 
また現時点でオー センテイ ツクリー ダー の行動要素を備
えているとみなされる人の多くが、自己形成の過程でオー 
セ ンテ イ ツク な先達がい たこ と を述べてい る (ex. 
Shamir and Eilam, 2005)。 オーセンテイツクリーダーは
フオロワー にとって行動規準や生き方を示す “お手本”
となり、 フ オロワーはリーダーを “見て育つ” よう にな
るのである。 オーセ ンテイ ツク リ ー ダー シッ プモデルの
特徴は、 価値観や生き方を通じたフオロワ一教育にある
といえる。
このよう な特徴をもつオーセンテイ ツクリ ー ダー シッ
プモデルは、 学校教育場面、 特に教師と子どもの関係性
が重視される学級経営や特別活動のあり方を検証する上
で有効であると思われる。 オーセンテイ ツクセルフを形
成し自覚していると、 教師は子どもと接する中で自ら大
切にしている価値観や信念に基づく判断や行動をとるこ
とができる。 子どもは、 教師の価値観や信念を無自覚的
に学習し内面化することで同様の価値観を持つたり、 あ
るいは同様ではなく てもそこに内在化するモラルを学習
する。 そのことによって子どもの社会性が促進され、 教
師と子どものみならず、 子ども同士においてもポジティ
ブな影響関係が作られていく。 教師はいわゆる円滑で良
好な学級経営ができ、 ひとりひとりの子どもは学級の一 
員であることに満足し自己肯定感を持つことができるよ
う になると考えられる。
以上の議論から本論では、 学級経営における担任教師
の行動をオー センテイ ツクリ ー ダー シツプモデルから分
析 ・ 検証することを目的とする。 そのために以下では、
オー センテイ ツクリ ー ダー シツプの中心的特徴である価
値観 ・ 信念の形成過程の振り返りと明確化を行う ための
課題を新たに開発し、小学5 年生の担任を対象に実施す
る。 さらにその結果を、 実際の学級状態との関連で検討
することにより、 開発した課題の有効性を検証するとと
もに、 オーセンテイ ツクリ ー ダー シツプモデルが教師の
学級経営の分析に有効であることを示す。 
2 . 研究
( 1 ) ライフイベント ・ トレイル法の開発
1 ) 特徴と手続き
オー センテイ ツクリ ー ダー シッ プを記述する特徴は複
表 1 : オー センテイ ツクリー ダー の要件
正確な自己知識を持ち、 価値観や信念を含んだ自己定義が明確であること。
同時に、それらの価値観や信念が様々な経験を通じたアクテイブラー ニング
の結果、普遍的モラルを内在化した形で形成されていること。 ( この状態を
「オーセンテイツクセルフが形成されている」 と呼ぶ) 
l要 件 31 
リーダーという役割における自己とオーセンテイ ックセルフが一致してい
るか、あるいは矛盾なく 統合されていること。特に役割に付随する利益のた
めにオーセンテイツクセルフを偽らないこと。 
リーダーと しての行動の中にオーセンテイ ックセルフの価値観や信念が適
切に表現されていること。 同時に、適切に表現するための状況判断やフオロ
ワ一理解が適切であること。 ( このような行動を 「オーセンテイ ックな行動」
と呼ぶ) 
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数の研究者によって議論され、 その定義は完全に一致し
ている訳ではない(Avolio et al., 2009)。 しかしながら、
リーダー自身の自己理解と自覚さらにはそれに基づく 意
思決定や行動選択については、 ほぼすべての研究者が一 
致している。 そこでShamir and Eilam (2005) は自己定
義 (sel f-concept) の側面からオーセンテイ ツクリ ー ダー 
を定義すること を提唱し、 価値観や信念(values and 
conviction) の明確化と リ ーダー行動との一致(sel f- 
concordance) を主要素と位置づけた。 その上で、 オー 
センテイ ツクリー ダー と しての特徴を獲得する過程、 す
なわち自己定義や価値観・ 信念の形成過程を対象者が自
らの人生経験を語るライフストーリー手法によって記述・ 
分析しようとした。
ライ フストーリーを語る作業は 「自分が何者であるか
を語るだけでなく、 なぜ自分が今ここにあるのかを語る
こと」(Simmoms, 2002) であり、 オーセンテイ ツクセ
ルフの形成過程を記述 ・ 分析するために有用であるとい
える。 しかし “自分を物語る” 手法では、 過度の自己正
当化やプロト タイプ的要素の混入といった歪みを回避す
ることが難しい。 またこの手法は対象者の自由な語りに
よるものであるため、 聴取者とのラポー ル形成を含めて
実施や分析にかなりの時間がかかる。 そのためもあって
この手法を用いた研究は有名企業のc EOなどの自伝や
著書の分析にとどまり、 実際の現場で多くのリーダーを
対象と した実際的なものにはなっていない。 さらにライ
フストーリー手法では、 リーダーシップ検証の必須要素
であるフオロワーへの影響を取り出すことが難しい。 ト ッ
プリーダーの分析ではフオロワーへの影響も本人の 「語
り」 の中に入っており、 客観的指標による検討が不十分
である。 現在のところ個人対象にとどまっている研究を
多くのリーダーを対象とした組織や現場に拡大するため
にも、 またフオロワーへの影響を客観性のある形で取り
出してリ ーダーのオーセンテイ ツクセルフとの対応を検
討するためにも、 新たな研究手法の開発が必要である。
そこで本研究では、 ライ フストーリー手法より も簡便
でかつ一定の枠組みにそった作業によって人生を振り返
り、 オー センテイ ツクリ ー ダーの要件である価値観や信
念の形成過程を記述 ・ 分析できる課題を作成する。 この
新たな手法が満たすべき点は、 以下の2 点である。 
1)今までの人生における様々な体験による学びとその学
びの能動的な内省を通して、 現在の生き方や生きて行
く上で大切にしたい価値観 ・ 信念が明確に形成されて
いるかどうかがわかる。(表 1 のオーセンテイ ツクリー
ダー の要件1 に対応)
2) リーダーという役割における自己と、 一人の人間とし
て形成されたオー センテイ ツクセルフが一致している
か、 あるいは矛盾なく 統合されているかどうかがわか
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る。 (表 1 のオー センテイ ツクリ ー ダー の要件2 に対
応) 
これらの2 点を可能にする課題と して、 ここでは臨床
場面での自己理解用に開発された 「ライ フ ・ ト レイル面
接法」 (黒瀬, 2006)に注日した。 ライフ ・ ト レイルは、
横軸に0歳から50歳までの年齢を5 歳刻みに取り、 その
横軸を中心に上下となる縦軸を配した空白のグラフを用
いる。 縦軸は中央をニュートラルとして上方に行くに従っ
てポジティ ブな状態、 逆に下に行く に従ってネガティ ブ
な状態を意味する。 クライアントはそれぞれの年齢にお
ける自分の状態を、 過去および想像できる範囲での将来
にわたって連続した曲線で記入し、 その曲線のアップダ
ウン ( “人生の浮き沈み”) を基に面接者との対話を行
い、 自己理解を深めるという ものである。 黒瀬(2006) 
は、 この面接法により クライアントは自己の連続性 ・ - 
貫性を感じ、 自己を育んだ過去に目を向けることで未来
への活力がもたらされると している。
オー センテイ ツクリ ー ダー の自己形成過程では、 連続
性 ・ 一貫性もさることながら、多様な体験から得た学び
の集積、 それらを統合する自己定義や生き方、 さらには
自己定義や生き方を決定づけた出来事、 そこから得られ
た価値観・ 信念の発見 ・ 確認、等々の作業が重要になる。 
そこで今回の課題では、 ライフ ・ トレイル面接法で用い
られている人生の浮き沈みではなく、 時々の出来事 ・ 体
験 (ライフイベント) を振り返る作業を採用した。 また、
将来ではなく現在の自分に至る過去、 今の自己が形成さ
れた過程において実際にあった出来事を思い出して時間
軸上に位置づけ、 同時にポジティ ブ、 ネガティ ブそれぞ
れにマッピングすることを求めた。 さらに過去の経験か
ら得られた価値観や信念、 すなわち 「生きる上で大切に
したいこと」 を抽出し、 段階的に意識化させていく質問
を設定した。 その上で、 この作業を 「一人の人と して人
生を振り返って」 という教示のもとと、 「職業人(今回
は 「教師」) としての人生を振り返って」 という教示の
もととで2 回行い、 役割と しての価値観や信念と本来の
自己のもつ価値観や信念に共通性が見られるかを検討し
た。 この一連の作業により、 それぞれの対象者において、
上述した 1 ) 経験を通じて、 価値観や生き方が明確に
形成されているか、 2 ) 価値観や生き方において、 役
割と しての自己と本来の自己が矛盾なく統合されている
かどうかが明らかにされよう。 本研究で開発したこの一 
連の作業を、 こ れ以降 「オーセンテイ ツクリ ーダーシッ
プ分析のためのライ フイベント ・ トレイル法(略して、
ライ フイベント ・ ト レイル(Li fe-events trail: LET)」 と
呼ぶ。 表2 に具体的手続き、 図1 に LET(1) シートの作
業例 (実際の結果ではなく ダミ )ー を示す。 
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2 ) 予備的実施と検証
ライフイベント ・ ト レイルが対象者に大きな心理的負
担を引き起こすことがないか、 また教師にとってやりづ
らい課題となっていないかを確認するために予備的実施
を行った。小学校教諭5 名 (年齢20代から50代) を対象
に実施したところ、今までに経験したことのない課題で
あったための戸惑いは多少みられたものの、 心理的負担
感や拒否感は見られなかった。 また作業の目的やオー セ
ンテイ ツクリ ー ダー シップとの関連を解説するこ とで、
参加者の学びとして歓迎される一面もあった。 なおここ
では実施方法として、 個別 (対象者と実施者との2 人で
の実施) と集団 (複数の対象者と1 人の実施者) の両方
を試したが対象者の反応や作業状態に差は見られず、 実
施人数による問題はなかった。 
( 2 ) 学級担任におけるオー センテイ ツクリ ー ダー シッ
プの検討
1 ) 目的と仮説
本研究の目的は、 学級担任においてオー センテイ ツク
リ - ダー に求められる自己形成がどの程度なされている
のかを明らかにして、 その結果を実際の学級状態と併せ
て検討するこ と により、 オーセンテイ ツクリ ーダーシツ
プモデルが教師の学級経営の分析に有効であることを示
すことである。 その際に忘れてはならないことは、 単に
価値観や信念の明確さのみではオー センテイ ツクリー ダー 
とはいえないこ とである。 オーセンテイ ツクリー ダーは、
オーセンテイ ツクセルフを自覚した上で、 自らの価値観
や信念を行動に反映させることによって、 フオロワー に
ポジティ ブな影響をおよぼさねばならない。 つまり要件
3 である 「リーダーと しての行動の中に価値観や信念が
適切に表現されていること (オー センテイ ツクな行動を
示す) 」 が必要である。
担任教師でいえば、 日々の学級経営の中で子どもたち
と接する際に、 自分が生きる上で大切にしている価値観
が反映された行動がとれているか、 特に問題解決や意思
決定の場面でオー センテイ ツクセルフを偽らない判断が
できるかが重要であろう。 さらにオーセンテイ ツクリー 
ダー シツプモデルに基づけば、 リ ーダーのオー センテイ ツ
表2 ライフイベント・ トレイル法(L i fe-events Trai l Method) の手続き
1) <LET(1) : 一人の人としての人生を振り返って> を準備する。 (A4 横置きの用紙に、
横軸が中央線と して引かれており、縦軸の中央線より上に「ポジティ ブなできごと」、
下に 「ネガティブなできごと」 と記されている) 
2) 横軸中央線が現在に至るまでの人生を表すと説明する。 その上で、 対象者自身が現
時点での年齢を横軸の右端に記入し、対象者自身が年齢区分を設定・ 記入する, 
3) 対象者に付箋を渡し、 以下の教示を行う, 「これから一人の人間と して人生を振り
返ってもらいます。 付箋に人生を振り返って思い出す出来事を簡単に書いてく ださ
い , ポジティ ブなこと、 ネガティ ブなこと、 いずれでもかまいません, また、 思い
出したく ないことは書かなく てかまいません, 出来事を書いたら、 付箋をLET(1)
シートの当てはまる場所に貼ってく ださい」
4) 十分な時間をとって作業が終了した後、 <LET(2)> のシート を配付する, (2)には、
(1)で行った作業から、 今までの人生で“大切にしてきたこと'の発見に至るために、
3 ステップからなる課題が設定されている, これらの課題によって 「生きる上で大
切にしていること (価値観) が何であるのか」 「経験がどのように作用して、 生き
る上で大切にしたいこと (価値観) を得たのか」 を明らかできる, 
5) 続いて <LET(3) : 教師としての人生を振り返って> シートを配付し、1)から3)の作
業を繰り返す, ただし、 教示では 「教師と しての人生を振り返って」 とする。 また
実際に教職に就く以前の出来事 (なろうとおもったきっかけなど) も記入してよい
とし、そのため年齢区分は(1)のものと同じでよいこと (教職に就いた時点を左端に
する必要はない) を説明する。 また、(1)で取り上げた出来事が重複してあってもよ
い, 作業終了後(4)のシートで、4) と同様の課題を行う, 
6) <LET(5)> を配付し、(2)の結果 「一人の人と して大切にしたいこと」 と(4)の結果 「教
師と して大切にしたいこと」 の共通性や統合性の有無を確認する課題を行う。 
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図 1 ライフイベント ・ トレイル< LET(1) : ひと りの人と しての人生をふり返って> の例 (ダミ )ー 
クな行動は、 フオロワー の価値やモラルの内面化を促進
し、 ポジティ ブな影響を及ぼすと考えられる。 つまり、
子どもの前でオー センテイ ツクな行動がとれる、 あるい
は示せる担任の学級は状態が良好であり、 子どもたちの
心理面でも良好な様子がうかがえよう。
以上のことから本研究では、 まず学級担任に対してラ
イ フイベント ・ ト レイルを実施し、 それぞれのオーセン
テイ ツクセルフの形成状態を明らかにする。 その上で、
教室内における担任教師の行動を観察・ 記録し、 子ども
に接する中でオー センテイ ツク行動がどの程度出現して
いるのかを調べる。 さらに、 担任教師のオーセンテイ ツ
ク行動の頻度と、 それぞれの学級状態、 特に子どもの心
理面との関連を検討する。 仮説は次の2 つである。 
1) オー センテイ ックセルフを形成していて価値観や信念
を明確に自覚している教師ほど、 子どもの前で オー
センテイツクな行動を示すことが増える。
2) 学級担任のオー センテイ ツク行動の頻度は、 子どもの
心理面の良好さとしての学級状態と関連する。 
2 ) 方法
対象
H県 K市立 A小学校 5 年生学級担任 5 名。 年齢は20 
代から50代、男性2 名女性 3 名。 A小学校は人口27万人
ほどの地方都市の中心部に位置し、 各学年とも4 5 ク
ラス編成。 5 年生は 5 クラスである。 校長ならびに全学
級担任の了解を得て、 研究に参加してもらった。 
ライフイベント ・ トレイルの実施
5 人の学級担任を対象に、 ライ フイベント ・ トレイル
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を個別実施した。 実施時期は8 月。 
教師の発話内容の記録
教師が子どもと接する中で、 生き方や価値観が表現さ
れる行動は多種多様である。 また表現のされ方も直接間
接の両方があり、 場合によっては一つの行動という より
は (たとえば問題解決の過程のように) 一連の行動の中
に示されることもあろう。 しかしながら、 教室での教師
の全行動を観察 ・ 記録し、 価値観や信念との関連を見い
だすことは極めて困難である。 そこで今回は分析の対象
を、 教師の子どもに対する発話に限ることと した。
具体的には、 一学期に学級会活動の時間を学級ごとに
3 時間、 二学期に教科の授業を学級ごとに6 時間ずつ観
察し、 教師と子どものコミ ュニケーショ ンを記録した。 
その記録から、 ライフイベント ・ トレイルで明らかになっ
た各担任の価値観が表現されている発話をカウント し、
回数を求めた。 
子どもの関係自尊心と学級所属感の測定
学級状態の良好さは様々な側面から査定することが可
能であるが、 本研究では子どもの心理面から捉えること
とした。 そこで学級状態に関わる子どもの心理を測定す
る指標として 「関係自尊心」 と 「学級所属感」 を用いた。 
関係自尊心は 「他者との関係における感情をともなった
自己評価」 であり、 集団や他者との結びつきの指標とな
る状態自尊心のひとつである (竹西, 2010b)。 フオロワー 
の関係自尊心は、 フオロワー を尊重し親身になるリーダー
のもとで高まることが知られており(竹西 ・ 竹西, 2006)、
学級経営の状態をリーダーシップの側面から検証するた
めにも適切な指標といえる。 ここでは小学生が対象であ
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ることから、 関係的幸福と関係的存在意義の下位尺度か
らなる6項目 (小学生版) を用いた。 項目には 「わたし
はまわりの人との関係で 『しあわせ』 を感じている(関
係的幸福)」 「わたしはまわりの人から必要だと思われて
いる (関係的存在意義)」 などがある。
学級所属感は、 学級の一員と してのメ ンバーシップす
なわち社会的アイ デンテイテイの程度を測定するもので
あり、 子どもにと っての学級の魅力の程度、 さらには学
級の集団としてのまとまりの指標である。 「『自分はこの
クラスの一員だなあ』 と感じるこ とがある」 「クラス全
体がほめられると、 自分のことのようにう れしい」 など
の 5 項目から構成される。
関係自尊心、 学級所属感ともに 「当てはまる一当ては
まらない」 を係留とする5 段階間隔尺度を呈示し、 「自
分の気持ちに 『一番ぴったり当てはまるところ』」 に丸
を求めた。 調査は一学期の終わり ( 7 月) と、二学期の
終わり (12月) に学級ごとに実施された。 
く上で欠かせないプロセスは 「価値観や信念を、 個人的
な経験をもとに能動的な内省を通じて内在化し、自分の
ものにしていく (Shamir and Eilam, 2005)」 ことである。 
そこで定性的評価では、 1 ) 価値観 ・ 信念が明確化され
ており具体性を持っているか、 2 ) 価値観の形成過程に
おいて個人体験の能動的内省がうかがえるか、3 ) 役割
と しての価値観と人と しての価値観に共通点があるか、
の 3 点を評価のポイ ントと した。
その結果、 3 ) については、5人の担任教師すべてが
「共通点がある」 と回答しており、 人と しての価値観や
生き方が教師と してのそれの基盤となっていることがう
かがえた。 また、 1 ) および2 ) については想起 ・ 記述
されたライ フイベントの数が多く 具体的であるほど、 形
成された価値観が明確かつ具体的であり、 目標となる児
童の姿が想像しやすいものであった。 なお、 いずれの教
師が記述した価値観も普遍的であり、 モラルから逸脱し
たものはなかった。 各担任(A ~ D) の価値観と、 ライ
フイベント ・ ト レイルから読み取れる価値観の形成プロ
3 ) 結果 セスを表3 に示す。
ライフイベント ・ トレイルに見る担任教師のオーセンテイツ
クセルフの形成 担任 A は、 ライ フイベントの記述が豊富で、 いずれ
ライフイベント ・ トレイルの( 1 ) から ( 5 ) の各シー も具体性に富んだエピソードを記していた。 また、 様々
トに記述された内容を、 5人の担任教師ごとに定性的に な体験の中でその都度自己を見つめ、 本人にとってネガ
評価した。 オーセンテイ ツクリー ダー と して発達してい テイブな出来事もポジティ ブに受け止められるよう に価
表 3 ライフイベント ・ トレイルの結果
学級 
担任 
人生と教職における 
共通した価値観・ 信念 
ライ フイベント ・ ト レイルから読み取れる 
価値観・ 信念の形成プロセス
A 
(30代 
男性) 
努力 ・ 挑戦・ あきらめない 
先生になるきっかけを与えてく れた先生との出会い。 先生にな 
る決意を与えてく れた陸上部での体験。 夢を自分でかなえたこ 
とへの誇り、 子どもへの接し方がわからない時の内省、 6 年担 
任時のしんどい思いと教師になってよかったという思い。 
B 
(30代 
女性) 
精いつぱいの努力 
楽しかった小学校時代。 採用試験で2 回の不合格、 なぜ落ちた 
か今もわからず自信がなく なってきた。 日々一生懸命やってい 
るが子どものためになっているのかと考えてしまう。 
c 
(50代 
女性) 
人の持つ力を信じる 
身内の死によ り時間が白分のものだけではなく なる。 他の人の 
時間も大切にしようと思うようになる。 自分にできることはし 
よう、 でも無理はしない。 目立たない存在と思っていた自分が 
様々なチャンスを与えてもらって白分の力に気づき、 前向きな 
気持ちを持てた。 
D 
(20代 
男性) 
人間関係、 友だち 
小学校 3年からの野球で仲間や運動時間が増えた。 今でもつな 
がる仲間。 小・ 中・ 高の先生との出会いにより絶対先生になる 
という思いを持つ。 大学入試や採用試験での度重なる失敗の時 
も先生や仲間に支えられた。 
E 
(40 代 
女性) 
人との付き合い方 
人を大事にすること 
人生の転機が結婚と教採合格。 結婚で知らない士地に来て知 り 
合いをつく ろうと努力した。 様々な保護者と うまく付き合って 
いけるようになりたい。 
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値を内在化していく様子がうかがえた。 さらに一人の人
として大切にしてきたことと教師として大切にしてきた
こと、 さらにはこれから大切にしていきたいことがすべ
て合致し、 価値観が明確になっている印象を受けた。 こ
れらのこ とから、 担任A はオーセ ンテイ ツクセルフ を
形成していると判断できる。
担任 B は、 ポジティ ブなでき ごと と して記されたほ
とんどが 「0 0時代、0 0生活は楽しかった」 という具
体性に欠ける漠然と したものであるのに、 ネガティ ブな
できごとは具体的であり、 アンバランスな印象を受けた。 
保護者対応などのネガティ ブな体験から努力することを
価値観と しているが、 担任A のよう な内省の過程は記
述からはうかがえず、 「努力」 は教師という役割に不安
を感じていることの裏返しのよう である。
担任 c は 5 人の中では相対的に長い人生経験 ・ 教職
経験を持つており、 ライ フイベントの記述からは他者と
の関係性の中での自己を意識し、 そこでの成長を感じて
きたことがうかがえる。 しかし、 人と して形成した価値
観と教師と しての価値観には矛盾こそないものの、 重な
る部分が少なく、 児童に明確に示せるよう な具体性がみ
られない。 教師という役割を本来の自分と切り離してい
るよう であり、 オーセンテイ ツクリ ー ダーの要件2 が満
たされていない。
担任 D は、 いずれのふり返りでもライ フイベントの
すべてが 「野球」 あるいは 「教職」 に関連することであっ
た。20代で5 人の中では経験の多様性が少ないことを考
慮しても、 担任D にと ってこの2 つが今までの人生の
ほとんどを占めていたことがうかがえる。 「友人が大切」
という価値観は、 野球でも教師を目指した過程でも挫折
や失敗を重ねた都度、 先生や友人に支えられた体験に基
づいている。 能動的内省の程度は明らかではなく、 教職
経験の浅さによる単なる未分化状態とも考えられるが、
役割と本来の自己の一致度は高いことからオー センテイツ
クセルフの萌芽が見られるともいえる。
担任 Eは、 人との付き合いを大事にすることを価値
観と してあげている。 ライ フイベントの記述から、 新規
の土地や新しい関係性の中で自分の居場所を探る経験が
基になっていることが読み取れる。 しかし、 価値観の形
成過程における内省や学びの深まりは記述にうかがえず、
当たり障りのない関係性に安住し満足しているように思
われる。 
担任教師のオー センテイ ックな発話の回数
一学期の学級会活動、二学期の授業の観察記録を用い
て、 学級ごとに担任教師の発話内容を分析した。 分析に
あたっては、 すべての発話を網羅的に分類する規準を作
成したが、 その規準および作成過程は別の報告に譲る。 
ここではライ フイベント ・ ト レイルの結果明らかになつ
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た各教師の価値観が表現されている発話を、 オーセンテイツ
クな発話として分類した結果を示す。 今回分析された記
録は学級会活動や授業開始時の相互作用場面であり、 教
師が一方的に子どもに話をするのではなく、 教師と子ど
もあるいは子ども同士の自然なコミ ュニケーショ ン場面
であった。 そのため、 教師のオーセンテイ ツクな発話は、
価値観に基づく自らの考えや示唆を伝える能動的なもの
と、 子どもの発話に対して価値観に基づく反応を返すも
のの両者が含まれている。
また全体のプレ分析から教師のオー センテイ ツクな発
話の分析は、 授業開始直後の10分程度が適切であると考
えられた。 授業の最初10分には、当該時間での活動内容
や目標の伝達など教師からの働きかけが多く、 かつ教師
の行動の自由度が高い。 さらに授業はじめの教師の働き
かけは、 子どものやる気を引き出し目的意識を持たせる
ために重要であり、 そこでの発話がオーセンテイ ツクで
あることは子どもに対するポジティ ブな影響をおよぼし
やすいと考えられる。 そこで、 今回の分析では各授業時
間の最初の10分間に特化して、 オーセンテイ ツク発話の
回数を調べた。 その結果、 教師によってオー センテイ ツ
クな発話の回数に明確な差異が認められた。 担任A は
ー、 二学期ともに12回と相対的にオーセンテイ ツクな発
話が多く見られた。 他の担任は5 回以下で、0回の担任
もあった。(表 4 参照) 
子どもの関係自尊心と学級所属感
学級ごとに2 回行われた関係自尊心と学級所属感の調
査結果を表4 に示す。 数値は各指標の全項目の合計点の
平均値であり、 数値が大きいほど関係自尊心や学級所属
感が高いことを示す。 関係自尊心( 6項目) は、 6 -30 
の範囲を取り、 中央値は18である。 学級所属感( 5 項目) 
は、 5 -25の範囲で中央値15である。 いずれの学級でも
平均値は中央値を超えており、 関係自尊心、 学級所属感
ともに低い状態ではなかった。 
仮説の検討 : オー センテイ ツクリー ダー と しての担任と
学級状態の関連
本研究の仮説 1 ) 、 2 ) を検証するため、 学級ごとに、
担任のライ フイベント ・ ト レイルの結果、 オーセンテイツ
クな発話回数、 子どもの関係自尊心と学級所属感の関連
を検討した。 結果を表4 にまとめる。 まず、 担任のオー 
センテイ ツクセルフの形成状態と オー センテイ ツクな発
話回数には関連が認められた。 オーセンテイ ツクセルフ
を形成していると判断された担任A は、 オー センテイ ツ
クな発話が多く、 そうではない他の4 担任との間には大
きな差があった。 さらに、 担任のオーセンテイ ツクな発
話回数と学級の子どもの関係自尊心および学級所属感と
の間には有意な正の相関が認められた。 担任のオー セン
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テイ ックな発話回数と子どもの関係自尊心との相関はr 
= 0.633 (p<0.05) であり、 やや強い相関があるといえ
る。 また学級所属感とはr = 0.497 (p<0.10) であり、 有
意レベルは関係自尊心の場合よりやや低いが、 データ数
を考慮すると相関が認められるといえる。
以上の結果から、 仮説1 ) および2 ) は支持されたと
いえ、 オーセンテイ ツクセルフを形成し生きていく 上で
の価値観や信念を明確に自覚している教師ほど、 子ども
の前でオー センテイ ツクな行動を示し、 そのことが学級
での子どもの心理面の良好さに関連することが明らかに
なった。 
3 . 考察
本研究では、 学級担任がオー センテイ ツクリ ー ダー の
要件を備えているかを新たに開発したライ フイベント ・ 
トレイル法と発話内容分析により明らかにした上で、 フオ
ロワーへのポジティ ブな影響の有無を学級の子どもの心
理面との相関関係で検討した。 今回の結果からは、 担任
教師が過去の経験さらにはそれらの能動的内省を通じて
オー センテイ ツクセルフを形成し、 生きる上で大切にし
ている価値観や信念を明確に自覚していることが、 子ど
もの関係自尊心や所属感に関連し、 学級経営における好
ましい結果を生むと指摘できる。 当然このことのみで学
級状態の良好さが決まるわけではないが、 教師が自らの
人生においてアクテイブラー ニングの末に獲得した価値
観や生き方を学級で示すことは、 子どもにポジティ ブな
影響を与えると考えてよいだろう。 本研究は、 オー セン
テイ ツクリー ダー シップモデルが学級経営の状態を分析
する上で有効な理論的枠組みである こ と を検証的に示し
た。
今回の結果は一小学校における5 年生 5 学級で得られ
たものにすぎない。 また、対象教師のう ちオーセンテイツ
クセルフを形成していたと判断されたものが1 名であっ
たことから、 今回の結果を一般化することには慎重であ
らねばならない。 しかし、 従来からのオーセンテイ ツク
リ ー ダー シツプ研究の課題、 すなわち1 ) リ ーダーシッ
プの記述 ・ 分析方法の開発と、2 ) フオロワーへのポジ
ティ ブ影響の客観的検証という2 点において、 本研究は
ひとつの成果を示したものといえよう。
本研究で新たに開発したライフイベント ・ トレイル法
は、 従来のライフストーリー分析とは異なり簡便な方法
であり ながら、 対象者のオー センテイ ツクセルフ形成状
態を査定でき、 同時にリーダー行動の基盤となる生き方
や価値観 ・ 信念を具体的に知ることができる。 また、 記
述内容を定性的に評価する際の視点も明確に設定されて
いることから、 従来の方法より相対的に客観性の高い評
価が可能である。 このよう な点から今後実施回数を増や
し手法の頑健性を高めていく ことで、 ライフイベント ・ 
ト レイル法は、広範な組織や集団においてオー センテイツ
クリー ダー およびリーダーシップ過程を記述 ・ 分析する
手法と して極めて有望であるといえる。 さらに、 ライ フ
イベント ・ トレイルの持つ査定機能は、以下に述べるリー
ダーシップ開発においても有効なツールを提供しう る。 
今後の展開 : オー センテイ ツクリー ダー シップの開発
オーセ ンテイ ツク リ ー ダー シ ッ プでは、 リ ーダー自身
表 4 担任のオー センテイツクセルフおよびオー センテイツクな発話と学級状態の関連
学級担任 
ライフイベント・トレイル 
からみた 
オーセンテイツクセルフ 
オーセンテイツクな発話回数 
(授業開始 10分間) 
学級状態 (子どもの心理面) 
関係自尊心 学級所属感 合 計 
A 形 成 
一学期 
二学期 
12 
12 
23.83 
2470 
20.75 
20.48 
44.58 
4518 
B 未 形 成 
一学期 
二学期 
3 
4 
2241 
21.63 
18.15 
18.06 
40.92 
39.69 
0 分 離 
一学期 
二学期 
1 
3 
2276 
2224 
20.25 
17.03 
43.01 
39.27 
D 一明 芽 
一学期 
二学期 
3 
0 
2219 
22.32 
18.32 
19.44 
40.51 
41 .76 
E 未 形 成 
一学期 
二学期 
0 
3 
23 29 
2357 
18.52 
19.75 
41.81 
43.32 
発話回数との 
相関係数 0633' ' 0497 * 0598* * 
138 
* * p< 0.05, * p< 0.10 
ライフイベント ・ ト レイルを用いたオー センテイツクリ ー ダーシツプの検討
の成長も重要な鍵である。 オー センテイ ツクリー ダー が
持つ価値観は、 そのもの自体はよく あるものであっても
決して “誰かの受け売り” ではない。 その形成過程にお
ける体験や内省は極めて個別的であり、 その個別性によっ
てこそ確たる自己を得ることができる。 このことはまた、
すでに形成されていたと しても、 オーセンテイ ツクセル
フが固定的で不変のものではなく、 新たな体験や場合に
よっては過去の経験の捉え直しによって、 修正されう る
こ と を意味する。 つまり現在オーセンテイ ツクリ ー ダー 
であろう がなかろう が、 人は自らのオーセンテイ ツクセ
ルフを “育てで' いく ことが可能であり、 オーセンテイツ
クリー ダー シップは万人において開発可能であるといえ
る。(同様の議論は Avolio and Gardner, 2005参照)
まずそのためには、 自らの経験を能動的に振り返り、
そこから自分はどのように生きてきたのか、 その上で人
としてどう生きるべきかを発見するための深い内省を教
師に求めたい。 その際、 ライ フイベントの数は大きな問
題ではないだろう。 オー センテイ ツクセルフの形成にお
いて、 自分は若年で経験が浅いという言い訳や、 ベテラ
ンで数多く を見てきたという主張はどちらも当てはまら
ない。 体験をいかに捉え、 学びと し、 子どもたちの前に
立ったときに語れるものを、 あるいは無言の行動の内に
示せるものを獲得しているかが問題となる。 このよう な
営みは、 いうまでもなく人として教師としての日々に懸
かっているだろう が、 ライ フイベント・ ト レイ ルによっ
て、 それを支援することができる。 ライフイベント ・ ト
レイルの作業によって、 今まで意識化しなかった過去の
体験が捉えなおされ、 内省を促すことができれば、 そこ
から自らの価値観や生き方を明確にすることもできるだ
ろう。 ライ フイベント ・ ト レイルは、 オーセンテイ ツク
リー ダーの要件1 、 2 の査定に加えて、 それらの開発を
支援する機能を持つと考えられる。
オー センテイ ツクセルフの開発だけでは、 子どもへの
ポジティ ブな影響過程をも含んだオー センテイ ツクリ ー 
ダー シツプの開発とはいえない。 要件3 であるオー セン
テイ ツクな行動の発現を支援することも重要である。 た
とえば今回の研究における担任Dの場合、 萌芽的なオー 
センテイツクセルフを形成しているものの、 その価値観 ・ 
信念が子どもとへの発話にほとんど表出されていなかっ
た。 価値観をいつどのよう に子どもたちに示せばよいの
か適切な方法や状況がわからないまま、 表出が “押しつ
け” となることを危惧したのかもしれない。 また、 教師
の個人的価値観や信念を学校教育に持ち込むことそのも
のへの違和感や躊躇い、 さらには一種の恐れがあったの
かもしれない。
しかし、 教師と子どもの関係性、 そこでのリーダーと
フオロワー の影響過程においてこそ、 価値観や生き方を
介在させた相互の成長が求められるのではないだろうか。 
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教師が自らの生き方を肯定し、 オー センテイ ツクになれ
るこ とは、 子どもたちのオーセンテイ ツクセルフの形成
過程にとって重要な鍵となるはずである。 オー センテイツ
クリー ダー シツプモデルは、 学校教育において 「人間と
しての成長」 「人としてどう生きるか」 を、 教師と子ど
もの両面から統合的に考える上でも有益な視座となるだ
ろうo 
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